
※（１）（２）について、複数ある場合は項目毎に対応の記載をお願いします。

※既に構想中、実施中のプロジェクトがある場合は、別途そのプロジェクト単独での提案も可能です。

※参考資料がある場合は適宜添付をお願いします。

参考資料として、下記を挙げさせていただきます。

１．古山通久、「各種発電原価の将来展望と次世代エネルギー社会」、化学工学会第85年会講演要旨、(2019) G203

２．古山通久、「再生可能エネルギー主力電源化時代のパラダイム：蓄電池vs水素から蓄電池×水素へ」、水素エネル

ギーシステム、44(4) (2019)、238-244

（３）その他

　前述の「再生可能エネルギーからの経済合理的な水素製造のシステム設計技術」では、海外における

再生可能エネルギー利用を必ずしも想定していない。日本の強みである蓄電池・水素関連技術を安価な

太陽光と適切に組み合わせることがポイントであり、国内の再生可能エネルギーの活用、さらには主力

電源化に資するものである。

　離島における社会実装に向けた課題は、下記の通りだ。

１）経済合理的な水素製造は、将来にわたって技術が進展した場合に実現されるものであり、現在の技

術レベルでは実現されない（補助金がなくなったら終わり）

２）再生可能エネルギーの種類とポテンシャル、エネルギーの需要は地域に依存するためそれらを適切

に把握することが必要

３）離島の住民、自治体の巻き込みのため、エネルギーおよび関連技術のリテラシーの向上が重要

　弊社では、システム最適化の観点からエネルギー供給だけでなく多目的のシステムとして離島の課題

をとらえ、直近の姿としては補助金を加えた経済合理性を検討しつつ、将来の経済合理的な姿に向けて

どのように遷移するのか提示する。同時に、エネルギーに関するシンポジウムやイベントなどを継続開

催し、地域における再生可能エネルギーやその活用のための技術に関する知識向上につなげ、地域住民

や自治体を巻き込んで社会実装につなげていくための支援を行い、課題解決につなげる。

スマートアイランドの実現に向けた技術提案書

○提案内容

○部局名・担当者・連絡先（電話及びメール）

株式会社クロスサイエンティア （複数団体による提案も可とします）提案団体名：

部局名 担当者 連絡先（電話） 連絡先（メール）

（１）自社の保有するスマートアイランドの実現に資する技術と実績等
技術の

分野

（２）（１）の技術を用いて解決する離島の課題のイメージ

下記のうち、

該当するもの

を○で囲んで

ください。

交通・モビリ

ティ

エネルギー

物流

防災

観光

教育

健康・医療

環境

産業

担い手確保・

人材育成

その他

　創業者の一人である古山は、2050年温室効果ガス排出80%削減に向けたエネルギー利用の将来について

広く学術研究を展開してきた (学術論文：J. Chem. Eng. Jpn.誌, 2014年; IEEJ Trans. Electr. Electron. Eng.誌,

2017年; 編集著書：Energy Technology Roadmaps of Japan, シュプリンガー社,

2016年)。また2019年には、太陽光発電と蓄電池を活用したマイクログリッドの長期間データをNature社

唯一のデータ論文誌であるScientific Data誌に公表し、またInternational Journal of Hydrogen

Energy誌には再生可能エネルギーから発出した経済合理的な水素製造システムの概念設計を公表した。再

生可能エネルギーからの水素製造は、理念として世界中で目指されているものの、経済合理的なコスト

での製造は困難とされていた中で、適切なシステム化をすることで十分に低コストな水素製造が可能で

あることを示した成果(右下図)は、

国際的に注目され、様々報道された。

　これらの実績を踏まえ、2019年12月

に創業した弊社では、1.地域における

蓄エネルギー導入に関する分析、2.再

生可能エネルギー地域別導入量の分析、

を受注し業務に取り組んでいる。また、

地域とエネルギーという切り口でのイ

ベントに登壇し、これからの展開に向

けてビジョンを示し、注目を集めた。
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※（１）（２）について、複数ある場合は項目毎に対応の記載をお願いします。

※既に構想中、実施中のプロジェクトがある場合は、別途そのプロジェクト単独での提案も可能です。

※参考資料がある場合は適宜添付をお願いします。

工務部 日高秀徳 0997-27-1260
hidenori.hidaka@shinko-
sugar.co.jp

新光糖業 株式会社 （複数団体による提案も可とします）提案団体名：

部局名 担当者 連絡先（電話） 連絡先（メール）

（１）自社の保有するスマートアイランドの実現に資する技術と実績等
技術の
分野

（２）（１）の技術を用いて解決する離島の課題のイメージ

下記のうち、
該当するもの
を○で囲んで

ください。

交通・モビリ
ティ

エネルギー
物流
防災
観光
教育

健康・医療
環境
産業

担い手確保・
人材育成
その他

　当社は、昭和31年、国内甘味資源の自給率向上とサトウキビ生産農家からの工場建設の要請に応じて創立さ
れました。熱帯作物であるサトウキビにとって種子島はその商業生産の国内最北限の地でありますが、勤勉な
地元農家の皆さんの努力によって島の重要な基幹作物となっています。そのサトウキビを原料として扱う当社
は、地元の経済の担い手として重要な役割を果たしています。
　当社ではサトウキビ由来の搾りかすであるバガスを燃料として製糖を行っています。これは当社に限らず製糖
業では一般的であり、サトウキビ由来の製糖工場はいずれも離島に立地していることから、サトウキビ由来バガ
スをより高度に有効利用することは、地域産業に紐づいた地域資源により脱化石資源を目指す重要な取組と考
えています。
　現在、種子島では、比較的豊作である年には製糖に必要なエネルギー量以上にバガスが得られることがわ
かっており、さらに、今後、多収性の新たな品種を導入する計画にあることもあり、将来的にはバガスを余剰に副
生することが可能となります。こうした余剰のバガスを有効利用することで、島の化石資源消費量を削減できるこ
とを、これまでに東京大学、東北大学、早稲田大学との共同研究で明らかとしてきました。バガスの高度利用とし
て、マテリアルとしてもエネルギーとしても利用可能であることが明らかとなっています。具体的には、以下のよう
な可能性を有していると考えます。
　■　余剰バガスを畜産用・農業用の飼料・資材として搬出
　■　余剰バガスから熱・エネルギーを生産し、発電や蓄熱などを経て島内で利用可能な形で産出
　■　余剰バガスを利用した最終糖蜜の加工による製品生産

　ただし、これらの事業を実施するには、蓄エネやエネルギーマネジメント、エネルギーアグリゲータなど、現在の
島内にはない新たなビジネスを担う主体の協力が不可欠です。

　離島では、九州本土からの輸送が伴うために化石資源が他の地域に比べて高価であり、公共電力の実発電コ
ストも高いとされています。一方で、自然資本にあふれており、島内には未利用な資源が多く存在しているともさ
れています。サトウキビ由来のバガスは、島の基幹産業由来の資源であり、島の文化・伝統とも親和性が高く、
受け入れやすい新エネルギーではないかと考えています。
　サトウキビ由来バガスを最初のステップとして、島内に賦存する木質資源や畜産系資源なども合わせて利用
し、地域資源を最大限に利用する島を目指していくことができます。将来的には化石資源消費量を大幅に削減し
ていくことにも資すると考えています。

　同時に、島内の中高生らに向けては、地域密着型産業でもあるサトウキビの可能性を学んでもらえるような機
会を提供できるようになると考えています。既に種子島では大学等研究機関の研究者による中高生とのワーク
ショップが実施されていますが、ここに、粗糖だけではない、サトウキビ由来の生産物についても学んでもらうこと
により、環境教育だけでなく、将来的には担い手育成にもつなげられるようになると考えています。

スマートアイランドの実現に向けた技術提案書

○提案内容　サトウキビ由来資源の高効率利用

○部局名・担当者・連絡先（電話及びメール）

（３）その他

様式１
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※（１）（２）について、複数ある場合は項目毎に対応の記載をお願いします。

※既に構想中、実施中のプロジェクトがある場合は、別途そのプロジェクト単独での提案も可能です。

※参考資料がある場合は適宜添付をお願いします。

代表取締役社長 加藤　牧子 022-226-8818
info@phytochem-
products.co.jp

（複数団体による提案も可とします）提案団体名：

部局名 担当者 連絡先（電話） 連絡先（メール）

（１）自社の保有するスマートアイランドの実現に資する技術と実績等
技術の
分野

（２）（１）の技術を用いて解決する離島の課題のイメージ

下記のうち、該当
するものを○で囲

んでください。

交通・モビリティ
エネルギー

物流
防災
観光
教育

健康・医療
環境
産業

担い手確保・人
材育成
その他

　弊社は、東北大学工学研究科北川尚美教授の開発した技術の社会実装を行う大学発スタートアップであり、
2018年6月に創立された。東北大学と共同で、下記の２つのスマートアイランド実現に資する技術開発に関わっ
ている。
１．環境調和型のバイオ液体燃料製造技術
　NEDOプロジェクト（H27-H30）として、種子島にて「イオン交換樹脂法による地域密着型バイオ燃料製造装置の
実用化研究」に取り組んだ（東北大と他会社と共同事業）。種子島は人口約3万人であり、廃食用油が月4000L
程度発生、これを回収している。既に、NPO法人にて、一般的なNaOHなどのアルカリを用いる製造法で、軽油代
替燃料となるバイオディーゼルに変換され、送迎車両の燃料として利用されていた。しかし、品質が悪くエンジン
トラブルが多発、新型のコモンレールエンジンでは利用できなかった。東北大のイオン交換樹脂法では、廃食用
油とアルコールを混合した原料を、樹脂を充填した反応器に通過させるだけの簡便な操作で高品質燃料を連続
製造できる。この技術に基づく実用装置を開発・導入し、ランニングコスト95円/L程度で製造でき、新型エンジン
でもトラブルなく走行できることなどを実証している。弊社は、さらに装置改良を行い、操作性の高い製造装置と
して完成させている。
２．未利用糖を原料とする機能性界面活性剤製造技術
　JSTプロジェクト（H29-R3）として、種子島にて「安全・安心なバイオマス由来界面活性剤の高効率製造プロセス
の開発」に取り組んでいる（新光糖業と東北大の共同事業）。製糖工場で発生する未利用糖の高付加価値化を
目指したものであり、弊社社長の加藤は、起業前は事業メンバーであり、装置の設計・製作を担っていた。この
界面活性剤は、前述のバイオ燃料となる脂肪酸エステルと糖を反応させることで合成されるが、現行法では多く
の課題がありコスト高で、高価な食品などに利用が限定されている。東北大のイオン交換樹脂法を用いること
で、温和な条件で連続製造できることから、経済性が高まり、化石燃料由来の界面活性剤の代替を推進できる。

　解決したい離島の課題は、可能な限り離島内でエネルギーや物質を循環させ、不安なく生活できる環境を整え
ることである。さらには、離島から優れた製品や技術を島外に向かって発信していけるようにしたい。
（１）で述べた2つの技術は、いずれも島内で得られる資源であるが、現状では付加価値の低いものを、高い価値
を持つ製品に変換するものである。また、日本の南西諸島など、製糖業が行われている離島に導入することで、
産業を拡大し、より大きな利益をもたらすことができる技術である。
　ただし、残念ながら、現状では技術導入のためのリソース（人材、設備、資金）がない。弊社は、東北大発のス
タートアップであり、イオン交換樹脂法を用い、用途に応じた様々な装置の基本設計や技術指導を行っており、
装置の製作や運転は離島の人材と協働で取り組みたいと考えている。そのためには、現地の担い手確保と人材
育成が重要となる。
　この技術は、島のエネルギーや交通分野のCO2排出量削減に貢献、環境や教育への効果も高く、新たな産業
となり人材育成にもつながる。イオン交換樹脂法による製造装置は、海外からも導入希望が多く、技術拠点とし
ての離島の存在を世界に向けて発信できる。

○提案内容 環境調和型のバイオ液体燃料製造技術、未利用糖を原料とする機能性界面活性剤製造技術

スマートアイランドの実現に向けた技術提案書

○部局名・担当者・連絡先（電話及びメール）

ファイトケム・プロダクツ(株)＋東北大学

（３）その他

様式１
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教育・研
修・学習
の統合型
プラット
フォーム

課題解決

※（１）（２）について、複数ある場合は項目毎に対応の記載をお願いします。

※既に構想中、実施中のプロジェクトがある場合は、別途そのプロジェクト単独での提案も可能です。

※参考資料がある場合は適宜添付をお願いします。

教育事業部 高木　清　　光木　丈揚 03-5338-3011 takeaki.mitsuki@nl-hd.com

株式会社ネットラーニング （複数団体による提案も可とします）提案団体名：

部局名 担当者 連絡先（電話） 連絡先（メール）

（１）自社の保有するスマートアイランドの実現に資する技術と実績等
技術の
分野

下記のうち、
該当するもの
を○で囲んで
ください。

交通・モビリ
ティ

エネルギー
物流
防災
観光
教育

健康・医療
環境
産業

担い手確保・
人材育成
その他

【紹介】eラーニング業界ではNO1の実績数を誇り、教育・研修・学習の統合型プラットフォームを保有
しています。（導入企業5050社（校）・制作講座9393コース・累計学習者数59,116,003名）
【技術】昨今の情勢やeラーニング、WEB講義を活用した、人材育成分野は時と場所の制約を超え、
需要が非常に高まる中、当社においても遠隔地や人手不足解消において、創業当時からクラウド型
統合システム（Multiverse®）を中心に、eラーニングのコース提供・オーダーメイドのコース制作・研修
動画撮影、制作・受講者配信などを多数手がけております。又、受講開始から終了までしっかりと身
に付けて頂く事をコンセプトに、「結果に責任を持つサービス」を掲げており、人によるサポート体制を
充実させ、平均修了率が91％と高い修了率を誇ります。
【実績】（離島関係）　※他実績は別途資料にてご紹介
１．IT産業人材育成プログラム
　「沖縄マルチメディアアイランド構想」におけるIT産業人材育成プログラムの一環として、沖縄県内の
1000名に対し、eラーニングによるIT技術者養成プログラムを実施いたしました。離島圏で最新技術を
習得する機会が少なく、IT技術者不足と雇用促進に対応するため、プログラミング,OS,DB,設計などの
情報技術から情報リテラシー向上のためのOffice、各種ベンダーの認定試験対策まで、チュータによ
るオンライン添削を組み入れた総合的な学習サービスを提供いたしました。
2．八丈島熱中小学校　企画運営　（https://www.8jonet.com/）
八丈島にて廃校となった末吉小学校を再活用し、大人が通える学び舎として企画されたのが「八丈島
熱中小学校」です。様々な分野の第一人者の講師陣を招き『もう一度、7歳の目で世界を』見て、感じ
て、考える場を提供、講義はネットでも配信して、文化・人材交流を通して島の活性化を図っていま
す。

（２）（１）の技術を用いて解決する離島の課題のイメージ

１.人材育成（役所職員・学校職員・教員・学生）
当社のプラットフォーム上で、職員の皆様の研修・教職員向けのカタログ研修コースの実施・学生向
けの授業講座のコンテンツ配信が可能です。特に人手不足による指導教員・教科の不足という事態
にはWEB講義や動画配信・eラーニングシステムによるレッスンやテストの実施など、幅広く活用頂け
ます。
2.人材育成（研修実施の効率化・短期間化）
当社プラットフォームを利用しての各種研修実施により、eラーニングによる事前学習・集合型の従来
研修・事後の課題管理・などより効率的で確実に定着する研修の実施が可能となります。又、離島地
域の方々の移動時間・集合型の研修実施時間の短時間化・スキルアップ機会の向上（職員のみなら
ず一般の方まで）多様な状況に応じて実現可能となります。
3.担い手不足（伝統工芸や伝統芸能など技術の継承）
当社動画制作スタッフは伝えるという事を目的に日頃から教育研修動画の作成を行い、最新鋭の機
材も出張してスタジオ同様の環境設定を行い撮影致します。人手不足・担い手不足が進む中、その
技術や知識を記録し、クラウド型の配信システムによって、全国の方がいつでも学べる機会（JMOOC
別途資料にて紹介）などで配信し、技術や伝統を継承する。

スマートアイランドの実現に向けた技術提案書

○提案内容

○部局名・担当者・連絡先（電話及びメール）

オープンバッジ（2020年4月サービス開始）　当社プラットフォームであるMultiverse®は、アジアで唯一IMSGlobalにより認定され
たオープンバッジ発行の国際標準規格の認定を受けております。オープンバッジとは、ブロックチェーン技術を組み込むことので
きるデジタル認証です。資格・証明発行元にとっては資格・学習修了証の認知度・流通性＆信頼性・ブランド力の向上というメ
リットがあり、バッジの保有者にとっては取得した資格や学習内容が可視化されスキル証明の信頼性向上、リクルート面で採用
側とのマッチング可能性向上というメリットが出てまいります。離島地域におかれましては、Iターン・Uターン・移住者のマッチング
など多様な活用が注目されています。

（３）その他

様式１
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※（１）（２）について、複数ある場合は項目毎に対応の記載をお願いします。

※既に構想中、実施中のプロジェクトがある場合は、別途そのプロジェクト単独での提案も可能です。

※参考資料がある場合は適宜添付をお願いします。

（３）その他

スマートアイランドの実現に向けた技術提案書

○提案内容

○部局名・担当者・連絡先（電話及びメール）

NTTドコモ　第一法人営業部 國田　優 03-5156-2081
yuu.kunita.tu@nttdocomo.c
om

(株)NTTドコモ （複数団体による提案も可とします）提案団体名：

部局名 担当者 連絡先（電話） 連絡先（メール）

（１）自社の保有するスマートアイランドの実現に資する技術と実績等
技術の
分野

（２）（１）の技術を用いて解決する離島の課題のイメージ

下記のうち、
該当するもの
を○で囲んで
ください。

交通・モビリ
ティ

エネルギー
物流
防災
観光
教育

健康・医療
環境
産業

担い手確保・
人材育成
その他

様式１様式１

＜教育タブレット＞事例による紹介 L
T
E
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た

I
C
T
整
備
に
よ
り
、
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
「
安
心
し
て
つ
な
が
る
」

学
習
環
境
を
実
現

＜メリット＞
①工事不要で早期に導入可能
②シンプルな構成で運用負担が少ない
③授業が途切れない安心感
＜解決できる課題＞
・遠隔授業を通して、生徒不足による他者
との意見交換、交流の機会を補い、知見の
広がる学びを提供
・教員（特に専門教科の教員）不足を
解決し、島内外で同一の教育が可能

- 17 -



※（１）（２）について、複数ある場合は項目毎に対応の記載をお願いします。

※既に構想中、実施中のプロジェクトがある場合は、別途そのプロジェクト単独での提案も可能です。

※参考資料がある場合は適宜添付をお願いします。

ANAホールディングス株式会社 （複数団体による提案も可とします）提案団体名：

（１）自社の保有するスマートアイランドの実現に資する技術と実績等
技術の
分野

（２）（１）の技術を用いて解決する離島の課題のイメージ

下記のうち、
該当するもの
を○で囲んで

ください。

交通・モビリ
ティ

エネルギー
物流
防災
観光
教育

健康・医療
環境
産業

担い手確保・
人材育成
その他

以下４つの課題解決をご提案いたします。
①医療サポート(救急医療体制や夜間診療が不十分である課題を解決)
・薬剤師、栄養士、介護士によるアドバイス（処方箋以外）やスポーツトレーナーによる健康増進のアドバイスも
可能。
・夜間の急病発生の際に専門医が遠隔で診療のアドバイスを実施出来るようになります。
②教育(複式学級になっており，島外の児童との交流が必要)
・市内の学校のニューミーに入ることで合同で授業を受けることができ、生徒同士の交流も可能。
・優秀な教師が島内で授業を行うことが可能になり、島外の博物館や美術館を遠隔で見学することが出来ます。
③見守り、防災、減災対応
・高齢者の家に震災時に自治体の方が入り建物の状況を遠隔で見て的確な指示を出すことが可能。
・離れて過ごしなかなかコミュニケーションを取れない家族が島内の高齢者の家に入って見守りすることできま
す。
④ライフスタイルと雇用機会の創出
・小売店のバイヤーがお年寄りの方の家のアバターに入り、遠隔で必要なものを購入したりライフスタイルの提
案ができます。また、ニューミーのメンテナンスや部品修理サポート等により若者の雇用機会の創出にも繋がる
ことが期待される。

ANAは、2018-2022年度グループ中期経営戦略において、Society 5.0（超スマート社会）の実現に向けた取り組
みの1つとして掲げた「AVATAR(アバター)」事業を始動させるにあたり、『ANA AVATAR VISION』を策定しまし
た。アバターの基礎技術を集約・発展させ、アバターで人々を繋ぎ、世界をより良くすべくイノベーションを加速さ
せていくことを目的としています。
アバターの柱は以下の３つを掲げ取り組みを進めております。
①高性能アバターのプロトタイプ開発を競うANA主催の賞金総額10億円国際賞金レースを主催。世界81か国、
820チームが参加表明しております。
②アバター技術を用いた宇宙開発も実施。35組織がコンソーシアムに参加し、今年の5月に国際宇宙ステーショ
ンに打ち上げ予定。
③自治体やデベロッパーなどの18の初期社会実装パートナーと日常生活の中でアバターが社会インフラとして
利活用される街づくりをスタート。
また、昨年10月に様々な理由で飛行機に乗れない方にも移動の自由を提供したいと思いアバターロボット
newme（ニューミー）をANAホールディングスが独自で開発しました。ニューミーを活用することにより、その場に
行かなくても市内の百貨店を歩きまわりショッピング体験やミュージアムを見学することも、離れた場所に住んで
いる家族に会いに行ったりと、さまざまなエンタメ、教育、ヘルスケアなど様々な可能性が広がっていきます。ま
た災害の現場における救助や、医師不足が深刻化した島内での医療相談、また教育面においても島外の生徒
との交流の機会の提供なども可能になります。
島内の日常生活のさまざまなシーンの中でアバターが社会インフラとして利活用される街づくりを行い、島の生
活において課題となっていることをアバターで課題解決に繋がると思われます。

スマートアイランドの実現に向けた技術提案書

○提案内容

（３）その他

様式１

学校・教育病院・医

療

ショッピン

グ

アクアリウム
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ANAホールディングス
アバター準備室

松尾　美奈 070-4926-1794 m.matsuo@anahd.co.jp

部局名 担当者 連絡先（電話） 連絡先（メール）

○部局名・担当者・連絡先（電話及びメール）
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